
収 入
５４億３,３７０万円

令和元年度水道事業会計予算のあらまし

水道事業は、利用者のみなさまからお支払いいただいた水道料金で運営されています。

この水道料金は、安全で良質な水道水を安定的に供給するために必要な水道施設の整備や維持管理など

の費用に使われています。

水道局では、今後とも一層の健全経営に努めてまいります。

収益的収支とは、水道水

を作り、各家庭へ送り届け

るために必要な経費とその

財源です。

本年度は3億2,929万円

の利益を見込んでいます。

資本的収支とは、水道管

などの水道施設を整備、拡

充していくために必要な経

費とその財源です。

●本年度の業務予定量

◇給水戸数 128,748戸

◇年間総配水量

31,338,000ｍ3

支 出
５１億 ４４１万円

施設の減価償却費など

２１億３,５９３万円

水道水を作り、
送り届けるために
必要な費用

２５億５,５４４万円

水道料金

（メーター使用料金含む。）
４５億４,７８２万円

借入金の支払利息

４億１,３０４万円

他会計補助金
分水収益

売電収益など
３億９,３５９万円

長期前受金戻入※

４億９,２２９万円

借入金の元金返済額
１４億７,５４２万円

施設を建設したり、
古いものを新しく
整備する費用

２５億３,２９１万円

工事負担金など
４億２,７６２万円

メーターや機械な
どの購入費用

８,９９７万円

国からの長期借入金
８億５,０００円

収 入
１２億７,７６２万円

支 出
４０億９,８３０万円

※長期前受金戻入とは、水道管などの固定資産の取得の際に交付された補助金、工事負担金

など（長期前受金）を資産の減価償却に合わせて各年度に収益として計上するものです。

収益的収支（税込）

資本的収支（税込）

※支出額に対し収入額が不

足となりますが、減価償却費

などの収益的収支で内部留保

された資金で補てんする予定

です。

不足額※
２８億２,０６８万円

利益
３億２,９２９万円

災害時に重要拠点となる医療機関や広域避難場所等へ優先的に給水ができるように配水管路の耐震化を進めます。ま

た、経年化による管路事故の被害を最小限にとどめるため、古くなった配水管の布設替えなどを実施します。今年度に

ついては約14kmの管路整備を予定しています。

安全、安心な水を安定的、効率的に供給するために浄水施設の整備や更新を行います。

今年度についても、ろ過池機電設備更新工事、西の丸系送水管布設替工事などを予定しています。

主な事業

●配水管整備事業

●浄水施設建設改良事業


